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１．初めに

日本建築学会材料施工委員会防水工事運営委員会防水

材料促進耐候性試験方法小委員会では、防水材料の屋外

暴露試験と促進評価試験を2002年から継続して行ってお

り、耐久性の評価方法に関する検討を行ってきた。本報

では、実建物から採取分析したアスファルト押さえ防水

層の劣化状況を従来から劣化の目安として用いられてい

るアスファルトの針入度によって評価した。その結果に

ついて既報および建設省総合技術開発開発プロジェクト

「 」（ ） ）建築物の耐久性向上技術の開発 以下総プロ ＊１

の結果との相関分析を行った。併せて、現場採取試料が

少なくても劣化状況が把握できる分析手法の検討を試み

た。

２．試験計画

２．１試験体のサンプリング

試験体のサンプリングは、都内の解体現場４カ所より

行った。表１に採取した押さえ防水層の内容を示す。

表１ サンプリングした押さえ防水層の経歴

試料① 試料② 試料③ 試料④

物件 東京 東京 東京 東京

RC8階 RC4階 RC3階 RC3階

経年数 ２８年 ３９年 ５０年 ５４年

改修歴 ｳﾚﾀﾝ ｳﾚﾀﾝ ｳﾚﾀﾝ ｳﾚﾀﾝ

時期不明 時期不明 2001年 1997年

試験体のサンプリングは、１建家に対して水上、水下か

ら１００φのコア抜きにて行った。写真１に採取サンプ

ルの一例を示す。
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写真１ コア抜き採取した防水層の例（試料③）

２．２試験項目および試験方法

表２には、試験項目および試験方法を示す。今回は総

プロ法による評価項目に加えて、アスファルトの劣化を

イヤトロスキャンを用いた組成分析にて判断を試みた。

総プロ法によるアスファルトの軟化点、針入度測定には

4～5ｇを必要とするが、イヤトロスキャンによるアスフ

ァルト組成分析は 0.1ｇの試料で測定が可能である。

この分析により得られるアスファルテン分は、アスファ

ルトを熱劣化するに従って増加すると言われている 。２）

表２ 採取防水層の試験項目及び試験方法

試 験 項 目 試 験 方 法

防 (1)外観 劣化状況を外観観察する。

水 (2)単位質量 1㎡当たりの質量を算出。

層 (3)厚さ 試験片の厚さを0.1mmまで測定。

基 (1)構成と ｱｽﾌｧﾙﾄ抽出後、乾燥。

材 種類 構成・基材種類を判定。

(2)外観 劣化状況を外観観察する。

(3)単位質量 1㎡当たりの質量を算出。

および厚さ 基材の厚さを0.01mmまで測定。

、 。ア (1)採取方法 試験体を加熱し 貼付ｱｽﾌｧﾙﾄを採取

ス 低温で加熱、水分・無機物除去。

「 （ ）」フ (2)針入度 JIS K 2207 石油アスファルト

ァ 試験 に準拠して行う。

「 （ ）」ル (3)軟化点 JIS K 2207 石油アスファルト

ト 試験 に準拠して行う。

(4)組成分析 測定装置；イヤトロスキャン

ＭＫ－５（薄層自動検出装置）ｎｅｗ

３．測定結果

実建物から採取分析したアスファルト押さえ防水層は

以下の様な構成であった。

試料①,②

試料②、③、④

写真２に試料③（経年数：50年）から抽出されたルーフ

ィング原紙の外観写真を示す。抽出基材の外観観察は施

工された防水層の種類や劣化状況、浸水の有無を目視観

察できる。

Fe-1 Fe-2 Fe-3

写真２．試料③から抽出されたル－フィング原紙

最下層のＦｅ－１および最上層のＦｅ－３は原紙形状が

崩れ始めているが、中間層のＦｅ－２は軟弱化は確認さ

れるものの原形をとどめていた。採取した他の防水層も
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試料③と同様の傾向で、防水層中心部は最下層、最上層

に比べ劣化速度が緩やかであった。図１・２に今回採取

分析したアスファルトのアスファルテン量と軟化点及び

針入度の関係を示す （試料の状態が悪く、軟化点およ。

び 針入度が測れなかったdataは除外した ）一般にアス。

ファルトを熱劣化させると軟化点は高くなり、針入度は

小さくなる。アスファルテン量と軟化点、針入度値は相

関が良く、それぞれの代替因子となる可能性がある。

図１ 採取ｱｽﾌｧﾙﾄのｱｽﾌｧﾙﾃﾝと軟化点の相関

図２ 採取ｱｽﾌｧﾙﾄのｱｽﾌｧﾙﾃﾝと 針入度の相関

４．考察

従来のアスファルト防水層劣化診断因子の軟化点や針

入度とイヤトロスキャンで測定したアスファルテン量は

相関傾向が見られる。しかし、採取物件が４件と少ない

こと、採取年数が古い物件ばかりで新しい物も加える必

要があるなどデ－タ－が不十分なので、本報では針入度

による評価を行った。

図３ 総プロによる貼付けｱｽﾌｧﾙﾄの劣化予想と採取試料
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図３に総プロ（p176 資図1.9）に示されるアスファル

トの針入度の経年変化に、採取試料のdataを追加した。

総プロでは採取した試料のうち悪い値のグル－プ（破

線：最硬化値）と良い値のグル－プ（実線：最良値）に

分け、劣化予想を立てた。追加した試料の針入度値は、

おおよそ総プロの劣化予想の範囲内に納まった。

図４ 熱劣化による貼り付けアスファルトの 針入度変化

（ 防水材料の耐候性試験その17 （2006年）既報より）「 」

促進熱劣化によるアスファルト防水層の貼り付けアスフ

ァルトの針入度は、劣化時間に対して指数関数的相関が

得られている 。図４と図３（総プロ）の針入度値と経２）

年数を比較、予想した押さえ及び露出防水の熱劣化の促

進倍率を表３に示した （関東地域：銚子において 針入。

度が10になる時間を基準とした ）。

表３ 熱処理促進試験の押さえ及び露出防水の促進倍率

押さえ防水 断熱露出防水［倍数］
）熱劣化温度 最良値 平均値 最硬化値 ＊２［ ］倍数

６０℃ ４２ ２２ １２ １１

７０℃ １２１ ６０ ３５ ３１

８０℃ ２０９ １０７ ６０ ６０

５．まとめ

1)基材劣化状況、アスファルト組成については100φの

コア抜きでも評価できる可能性を見出した。

2)アスファルト押さえ防水層の経年物件の試験結果と総

プロの劣化予想は、おおよその一致が得られた。

3)本報の熱劣化促進試験比較結果より、押さえ防水は露

出防水と比較して約２倍の寿命があると推定される。

６．今後の課題

本報では、アスファルト押さえ防水層の劣化状況を従

来から劣化の目安として用いられているアスファルトの

針入度によって評価した。今後は、本委員会による実曝

露試験と実現場採取試料のアスファルトの組成分析結果

の試料数を増やし、アスファルト組成分析を防水層劣化

評価基準として用いられるよう継続検討する。
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